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インフレとデフレ 1

本日の講義内容

インフレとデフレのお話し

 アベノミクスとインフレターゲット

 インフレとデフレとは

合成の誤謬

 インフレの事例

日本、ドイツ、北朝鮮、ジンバブエ

インフレへの処方箋

 インフレとデフレの影響

「現代の経済」「現代と経済」 1

アベノミクスについて
３本の矢

 大胆な金融政策

 機動的な財政政策

 民間投資を喚起する成長戦略

大胆な金融政策

 2%のインフレ目標

 無制限の量的緩和（通貨供給量の拡大）

 円高の是正

 日本銀行法改正
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アベノミクスの背景

失われた20年
 1990年代

 GDP成長率、失業率の悪化

毎年10-20兆円規模の景気対策（ケインズ政策）

→にもかかわらず、金融不安、デフレ拡大

 2000年代

小泉改革（量的緩和、規制緩和）によるゆるやかな景
気回復

その後、リーマンショックや円高傾向による景気低迷
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インフレターゲット

インフレターゲット

 中央銀行がインフレ目標値を明示し、その達成を優
先する金融政策

アベノミクスとの関連性：三本の矢のひとつ

 インフレターゲット達成のために量的緩和（通貨発行
高拡大）を日銀に要請

 日銀総裁選定

日銀は基本インフレ反対：白川前総裁等

安倍内閣の意向によりリフレ派・黒田総裁が選出
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消費者物価上昇率
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• 70年代に高いインフレ
• 90年代後半以降、物価水

準はほぼゼロ
• 特に2000年以降のデフレ傾

向が顕著

インフレとデフレの基本
インフレーション

 需要＞供給→価格上昇

 「値上げの前に買おう」→需要↑→価格↑→需要↑

デフレーション（デフレスパイラル）

 需要＜供給→価格低下

店員「利益↓」=消費者「給料↓」→売上↓→価格↓

合成の誤謬

 1人1人が正しい行動をしても、全員が同じ行動を
実行すると、悪い結果を招いてしまう事
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合成の誤謬：例
サッカーの試合で

 みんなが座っているときに１人だけ立つとよく見える

 だけど皆が一斉に立つと、よく見えない

インフレでは

 今10万円のものが来月11万円、再来月12万円

値上げ前にみんな早く買おうとする→さらなる値上げ

デフレでは

 今10万円のものが来月9万円、再来月8万円

値下げ後まで買うの我慢する→さらなる値下げ
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インフレの事例１

日本の高度成長期（1960年代）

 経済が豊かに→給料が上がる→購買（売上）↑

 売上↑→従業員給与↑→購買↑

需要＞供給→物価上昇傾向

ディマンド・プル・インフレ（良いインフレ）

石油危機（1970年代）

 石油価格↑→ガソリン価格↑→輸送コスト↑

コスト・プッシュ・インフレ（悪いインフレ）
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インフレの事例２

第1次世界大戦後のドイツ

 フランスが多額の賠償金を請求

 ドイツ中央銀行が賠償金額を印刷

 ハイパーインフレに

通貨価値が1年で1/百万に

パン1個が1兆マルク

買い急ぎ（合成の誤謬）

→ナチスの台頭

 戦後、懲罰的賠償の取止め
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インフレ退治：デノミについて

デノミネーション

 通貨単位の切り下げ。インフレ等により通貨単位
の桁数が非常に大きくなった場合に実施される

 ドイツでは1兆分の1に切り下げ→インフレ収束

近では：北朝鮮のデノミ（2009）
 旧100ウォン→新1ウォン
 新旧交換量を制限

 給料は旧ウォン額を新ウォン額で支給
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インフレの事例３

北朝鮮のデノミ（2009）
 部分的な市場経済導入による所得格差拡大

 労働者賃金を上昇させて格差是正を目指す

新旧交換量の制限

 交換できない旧ウォン紙幣は紙屑に→暴動発生→結局、制限
量を引き上げ

給料を旧ウォン額で支給
 給料100倍と同じ→購買意欲↑→「需要＞供給」→インフレ

外国への通達がなかったため、輸入品の停滞→品不足
→さらなるインフレ
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インフレの事例４

ジンバブエ（2008）
 財政破綻による通貨の大量発行→インフレ

 政府による「値上げ禁止令」

商人は物価水準にあわせて値上げできず、売っても赤字
になるので、商品を「売らない」

需要＞供給→インフレ激化（年率2億3千万%）

 2009年、自国通貨に替えてアメリカドルを導入

インフレが終息
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インフレとデフレの影響
インフレの影響

 例：現在100万円→来年102万円

つまり年々お金の価値が2%ずつ低下

年金や貯金で生活している人（生活弱者）に影響

現金で持つよりも投資した方が得

デフレの影響

 例：現在102万円→来年100万円

つまり年々お金の価値が2%ずつ上昇

企業が借入すると年々負担が拡大

投資のインセンティブ低下
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インフレと失業率の関係

フィリップスカーブ
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失業率

物価が上がれば失業率は下がる
• （ゆるやかな）物価上昇であれば、（モ

ノが高く売れるので）企業はより多くの
人を雇い、生産拡大しようとする。

• その結果、失業率は低下。

デフレと円高

日本のデフレ

 日本のデフレは日本円の価値↑と同じ

金利はほぼゼロでも実質的に高い金利と同じ

外国人にとって円はドルやユーロより魅力

 外国人の円買い・ドル&ユーロ売り→円高

円高によって輸出品価格が上昇→輸出減

輸出関連企業が生産縮小→デフレへ

 さらなるデフレ→円高→輸出減→。。。
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もう一度アベノミクスについて
３本の矢

 大胆な金融政策

 機動的な財政政策

 民間投資を喚起する成長戦略

大胆な金融政策

 2%のインフレ目標

 無制限の量的緩和（通貨供給量の拡大）

 円高の是正

 日本銀行法改正
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マネタリーベース
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アベノミクスの政策・成果
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2012年11月 2013年9-11月

マネタリーベース 126.3兆円 183.8兆円

消費者物価指数 -0.2% 1.1%

失業率 4.1% 4.0%

株価 9,446円 15,515円

為替 $1=82.45円 $1=101.6円

GDP成長率 0.6% 1.9%

 量的（通貨供給）拡大による物価上昇傾向

円安傾向→輸出企業業績（株価）↑

 （大企業等）ゆるやかな景気回復→景気拡大（？）


